
目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

・消費者の安全で安心な消費生活の実現に資するため、専門の知識を有する消費生活相談員による、消費
生活に関する相談や多重債務相談を実施する。
・年々多様化・複雑化する消費者トラブル等に対し、適切かつ迅速に対応するため、消費生活相談員が相
談現場に直結する情報や知識を習得できる研修機会を確保する。

継続

消費生活相談事業

職員のみ

         0.80          0.80          0.80          0.80          0.80

         0.00          0.00          2.00          0.00          0.00

有 有 有 有 有

       5,467        5,448        5,531        5,526        5,526

01-030110-11 消費生活センターに要する経費

     1,686.0      1,700.0      1,382.0      1,614.0      1,511.0          0.0

       3,539        1,349        4,346            0            0

毎年度

消費者基本法、消費者安全法、つくば市消費生活セン
ターの組織及び運営等に関する条例　他

消費者被害の未然防止等を図り、消費者の安全・安心の確保に寄与する。

消費者からの苦情等の相談件数

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 5年度

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（義務）

10人や国の不平等をなくそう

169

活動結果指標

市民部消費生活センター

市内に在住・在勤・在学する者

件

       3,851        1,625        7,732        2,030        2,030

       1,053           11           32            0            0

           0            0            0            0            0

       2,486        1,338        4,314            0            0

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

年々多様化・複雑化している消費者トラブルに対応するため、研修機会を確保し、常に最新の情報や知識
を習得して、問題解決へのレベルアップを継続していく。

・消費者からの苦情相談等に対し、助言・あっせん等を行い、消費者トラブルの解決に寄与することがで
きた。
・消費生活相談員の積極的な研修受講により相談対応、問題解決へのレベルアップを図ることができた。
・多重債務者対策として、早期発見による問題解決のため、関係部局に協力依頼し、連携を図った。

継続

4

4

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

消費生活相談システムが2026年度に新システムに移行予定のため、関係機関との調整や予算の確保など、
移行に向けた準備を進める必要がある。

安定した相談業務を提供していくためには、消費生活相談員（パートタイム会計年度任用職員）4人での
相談体制が必要不可欠であり、予算及び相談員の確保が重要となる。

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

法律の改正や多様化・複雑化する消費者問題に対応するため、消費生活相談員が積極的に研修等を受講し
、最新の情報や知識の習得を図った。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

・消費者被害の未然防止やトラブルに対応できる消費者力をつけるための出前講座を実施する。
・消費生活に関する悪質商法やトラブルの多い相談事例などをホームページや広報紙で情報発信し、パネ
ル展等による啓発活動を実施する。
・製品安全４法及び家庭用品品質表示法に基づき、該当製品を販売する事業者に対し立入検査を実施し、
法律の見識向上や違反製品の販売防止を図る。

継続

消費者教育・啓発推進事業

職員のみ

         0.40          0.40          0.40          0.40          0.40

         0.00          0.00          8.00          0.00          0.00

有 有 有 有 有

       2,734        2,724        2,783        2,763        2,763

01-030110-11 消費生活センターに要する経費

     2,477.0        161.0        527.0        552.0      1,120.0          0.0

         419          385          385            0            0

毎年度

消費者安全法、消費者教育推進法、家庭用品品質表示
法、製品安全４法　他

消費者被害の未然防止等を図り、消費者の安全・安心の確保に寄与する。

出前講座の参加者数

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 5年度

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（義務）

10人や国の不平等をなくそう

170

活動結果指標

市民部消費生活センター

市民・事業者

人

         594          585          557          542          542

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

         419          385          385            0            0

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

インターネット通信販売を含む様々な消費者トラブルは年々多様化しており、継続して注意喚起情報等を
発信していく必要がある。

・出前講座や高齢者向けチラシの回覧、広報誌、ホームページによる情報発信など、幅広い年代層に向け
た消費者教育・啓発活動を行い、消費者被害の未然防止、安全の確保に寄与することができた。
・製品安全4法等に基づく立入検査により、事業者に対して、法律の見識向上、違反製品の販売防止を図り
、消費者の身体等の危害防止に寄与することができた。

継続

4

4

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

インターネット通信販売に関するトラブルの相談件数が年々増加傾向にあり、さらなる注意喚起が必要で
ある。

啓発活動に関するチラシ印刷や消耗品等の予算が削減傾向にあり、継続していくためには予算の確保が課
題となる。

       213.0

         0.0

         0.0

         0.0

       373.0

         0.0

         0.0

         0.0

       247.0

         0.0

         0.0

         0.0

       234.0

         0.0

         0.0

         0.0

       304.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

消費生活用製品安全法、電気用品安全法、ガス事業法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関す
る法律の技術基準(PSマーク)の有無、家庭用品品質表示法に基づく表示がされているか等を確認した個数

製品安全４法及び家庭用品品質表示法に基づく立入検査数

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

        65.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

活動結果指標個

出前講座の実施及び広報誌、ホームページ、区会回覧、街頭での啓発活動などを実施し、消費者トラブル
に対応するための情報発信を行った。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

・【特定計量器定期検査】取引や証明に使用する特定計量器(はかり)は、２年に一度の定期検査が義務付
けられており、市内を２地区に分け、隔年毎に集合検査方式により、特定計量器の検定証印等の確認及び
外観、性能、器差検査を実施する。
・【燃料油メーター立入検査】燃料油メーターの検定証印、有効期間、設置状況等の確認を行う。
・【商品量目立入検査】計量販売している特定商品（食肉・魚介類・野菜等の食料品など）の表記、内容
量公差、特定計量器の使用状況等の確認を行う。
・パネル展等による啓発活動を実施する。・全国計量行政会議へ参加し、都市相互間の連携を図る。

継続

計量法事務事業

一部委託

         0.80          0.80          0.80          0.80          0.80

         0.00          0.00          0.00          0.00          0.00

無 無 無 無 無

       5,467        5,448        5,526        5,526        5,526

01-070102-14 計量法事務に要する経費

       351.0        356.0        338.0        390.0        290.0          0.0

         728          742          810            0            0

毎年度

計量法、つくば市計量法関係手数料条例、つくば市計
量法施行細則

消費者の利益を保護し、経済の発展及び文化の向上に寄与する。

特定計量器(はかり)への感じの検査、繰り返し検査、偏置検査、器差検査を行い、基準内であるか等を確認
した個数

特定計量器の定期検査実績

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 5年度

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（義務）

10人や国の不平等をなくそう

171

活動結果指標

市民部消費生活センター

市民・事業者

個

         906          906          961          838          838

           0            0            0            0            0

         256          216          232            0            0

         472          526          578            0            0

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

特定計量器定期検査の対象事業者を更新していくために、継続して現地調査や往復はがきによる利用状況
調査を実施する。

取引や証明に使用する特定計量器の定期検査や燃料油メーター立入検査、商品量目立入検査の実施により
、適正な計量が確保され、消費者の利益保護を図ることができた。

継続

3

4

-

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

毎年のように新規開業や廃業する店舗等があるため、特定計量器定期検査の対象事業者を把握することが
必要である。

特定計量器定期検査を実施するには、計量士や検査補助員等の検査体制を整えることが必要であり、その
ための予算確保が重要となる。

       144.0

       108.0

         0.0

         0.0

         0.0

       133.0

         0.0

         0.0

       168.0

        61.0

         0.0

         0.0

       212.0

       166.0

         0.0

         0.0

       192.0

       114.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

スーパーなどで計量販売している特定商品（食肉・魚介類・野菜等の食料品など）が量目公差内であるか等

ガソリンスタンド等の燃料油メーターの有効期間が過ぎていないか等を確認した個数

を確認した個数

商品量目立入検査実績

燃料油メーター立入検査

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

活動結果指標

活動結果指標

個

個

特定計量器定期検査の対象事業者を更新するために、インターネットや現地調査、往復はがきによる利用
状況調査を実施した。


